
●薬草勉強会

　養命酒製造（株）と富山市売薬資料館による勉強会。
薬用養命酒の主原料であるクロモジの魅力や、意外と
知らない売薬の話に引き込まれました。

●薬草ドリンク提供

　市職員チームが考案したメナモミ茶＋乳酸飲料の
ドリンク試飲。家でも作ってみたい！と好評でした。
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飛騨市薬草フェスティバル2022報告

　9月11日（日）、年に一度の薬草の祭典を開催しました。

　　薬草を使ったワークショップ、料理、勉強会、展示、苗配布、商品販売など例年よりも多い48プログラムを

実施し、クイズラリーでまちを巡りながら各イベントを楽しんでいただけたようです。来場者は500人を超え、イ

ベント参加者は延べ約3,700人でした。

　今回のテーマは「薬草でつながる輪」。市内外の交流をはかれるよう広く参加を募ったところ、秋田から山

口まで、日本各地から参加していただけたことを嬉しく思います。

　来年もどうぞお楽しみに！

▲ヒヨドリジョウゴ 　絵手紙愛好家　山鼻

●薬草ワークショップ

●薬草商品

　街中の複数会場で19種類の
ワークショップが行われ、皆それぞれが
薬草三昧の時間を過ごしました。

▲よもぎ入浴パック ▲薬草ビール ▲飛騨メナモミ花酵母パン

▲ぎふコーラ ▲河合っ子マルシェの薬草販売

 薬草商品の販売では新商品も複数登場！　
欲しいものがありすぎて、回り切れなかった
人もいたようです。

●薬草料理 ●薬草スイーツ

●薬草週間

　旬の素材に薬草をたっぷり
使った彩り豊かな皿の数々。
蕪水亭の北平氏の説明を
聞きながら、一口ひとくち
うなずきながら食べていました。

　クロモジアイスや
トウキサンドイッチなど、
乙女心くすぐる朝日館の
アフタヌーンティー。
優雅なリラックスタイムでした。

 薬草フェスティバル前の1週間、市内の入浴施設で野草茶の試飲や
薬草商品販売を行い、延べ1033人が利用しました。
 フィールドワーク、クイズラリーなども開催され、市内外から多くの方に
参加いただきました。



▲ホコリタケ

▲オヤマボクチ

【

▲左 からミズナラ、コナラ、秋のコナラ


